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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスネットワークの第１のアクセスポイント（ＡＰ）によって実行される方法で
あって、
　ワイヤレスクライアントデバイスを前記第１のＡＰから前記ワイヤレスネットワークの
第２のＡＰに再関連付けすると決定することと、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第２のＡＰに再関連付けさせるために、複
数の再関連付け技法から実行するための１つの再関連付け技法を選択することと、ここに
おいて、前記再関連付け技法は、
　　前記第１のＡＰによって送信されるビーコンフレームの送信電力を減少させることと
、
　　前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第２のＡＰに再関連付けさせるために、
構成パラメータを前記ワイヤレスクライアントデバイスに送信することと、
　　前記ワイヤレスクライアントデバイスに新しいネットワーク発見および選択を実行す
るよう強制するために、関連付け解除命令を前記ワイヤレスクライアントデバイスに送信
することと、
　　前記ワイヤレスクライアントデバイスに前記新しいネットワーク発見および選択を実
行するよう強制するために、前記ワイヤレスクライアントデバイスからの少なくとも１つ
の着信パケットをブロックすることと
　で構成されるグループから選択される、
　ＡＰ調整メッセージを前記第２のＡＰに伝達することと、前記ＡＰ調整メッセージが前
記ワイヤレスクライアントデバイスの識別および前記再関連付け技法を表示するフィール
ドを含む、
　前記再関連付け技法に従って前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第２のＡＰに
再関連付けするために、前記第１のＡＰを前記第２のＡＰと調整することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のＡＰによって送信されるビーコンフレームの前記送信電力を減少させること
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が、前記第２のＡＰによって送信されるビーコンフレームの送信電力の増加と連携して、
前記第１のＡＰによって送信されるビーコンフレームの前記送信電力の減少を調整するこ
とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＡＰ調整メッセージが、前記再関連付け技法の実行を同期するためのタイミング情
報をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ワイヤレスクライアントデバイスのために実行された以前の再関連付け技法の記録
を維持することをさらに備え、ここにおいて、前記記録が前記ワイヤレスクライアントデ
バイスを識別し、前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第１のＡＰから前記第２の
ＡＰに再関連付けするために使用された以前の再関連付け技法を示す、請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　前記記録が、前記以前の再関連付け技法の開始と、前記以前の再関連付け技法の完了と
の間の時間の量に関連付けられる待ち時間をさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記再関連付け技法を選択することは、
　以前の再関連付け技法の記録に少なくとも部分的に基づいて、前記再関連付け技法を選
択すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のＡＰを前記第２のＡＰと調整することが、前記第１のＡＰで、第１のビーコ
ンフレームの送信電力を一時的に減少させることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＡＰ調整メッセージが、前記第２のＡＰに、前記第２のＡＰによって送信される第
２のビーコンフレームの送信電力を増加させるためのインジケータを含む、請求項７に記
載の方法。
【請求項９】
　前記第１のＡＰを前記第２のＡＰと調整することが、前記ワイヤレスクライアントデバ
イスに関連付け解除命令を送信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のＡＰで、前記ワイヤレスクライアントデバイスからの少なくとも１つの着信
パケットをブロックすることをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のＡＰを前記第２のＡＰと調整することが、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第２のＡＰに再関連付けさせるために、前
記ワイヤレスクライアントデバイスに構成パラメータを送信することを備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記構成パラメータが、少なくとも前記第２のＡＰを含む候補ＡＰのリストを含む、請
求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　再関連付けすると決定することが、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと前記第１のＡＰとの間のワイヤレス関連付けに
関連する第１の性能特性を決定することと、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと前記第２のＡＰとの間の潜在的なワイヤレス関
連付けに関連する第２の性能特性を推定することと、
　前記第２の性能特性が前記第１の性能特性を上回ると決定することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
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　前記ＡＰ調整メッセージを伝達することが、前記第２の性能特性が前記第１の性能特性
を上回ると決定することに応答する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　再関連付けすると決定することが、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと前記第２のＡＰとの関連付けが、より大きいア
プリケーションスループットを前記ワイヤレスクライアントデバイスに提供すると決定す
ることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　再関連付けすると決定することが、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと前記第２のＡＰとの関連付けが、前記第１のＡ
Ｐと前記第２のＡＰとの間の負荷バランシングを改善すると決定することを備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項１７】
　再関連付けすると決定することが、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと前記第２のＡＰとの関連付けが、前記ワイヤレ
スクライアントデバイスと、前記第２のＡＰに関連付けられた他のワイヤレスクライアン
トデバイスとの間のピアツーピア通信を可能にすると決定することを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項１８】
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと前記第２のＡＰとの前記関連付けが、ピアツー
ピア通信を可能にすると決定することが、前記ワイヤレスクライアントデバイスと、前記
第２のＡＰに関連付けられた少なくとも１つのワイヤレスクライアントデバイスとの間の
ネットワークトラフィックフローを検出することを備える、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　再関連付けすると決定することが、
　前記第２のＡＰ、別のＡＰ、および前記ワイヤレスネットワークの中央調整器で構成さ
れるグループのメンバから受信された情報に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＡ
Ｐから前記ワイヤレスクライアントデバイスを関連付け解除すると決定することを備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ワイヤレスクライアントデバイスが前記第２のＡＰに関連付けられた状態になって
いるという確認を受信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２１】
　ワイヤレスネットワークの第１のアクセスポイント（ＡＰ）であって、前記第１のＡＰ
が、
　前記ワイヤレスネットワークと結合するように動作可能なネットワークインターフェー
スと、
　プロセッサと、
　命令を記憶するように構成された、記憶するメモリと
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、前記第１のＡＰに、
　　ワイヤレスクライアントデバイスを前記第１のＡＰから前記ワイヤレスネットワーク
の第２のＡＰに再関連付けすると決定することと、
　　前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第２のＡＰに再関連付けさせるために、
複数の再関連付け技法から実行するための１つの再関連付け技法を選択することと、ここ
において、前記再関連付け技法は、
　　　前記第１のＡＰによって送信されるビーコンフレームの送信電力を減少させること
と、
　　　前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第２のＡＰに再関連付けさせるために
、少なくとも前記第２のＡＰを識別する構成パラメータを前記ワイヤレスクライアントデ
バイスに送信することと、
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　　　前記ワイヤレスクライアントデバイスに新しいネットワーク発見および選択を実行
するよう強制するために、関連付け解除命令を前記ワイヤレスクライアントデバイスに送
信することと、
　　　前記ワイヤレスクライアントデバイスに前記新しいネットワーク発見および選択を
実行するよう強制するために、前記ワイヤレスクライアントデバイスからの少なくとも１
つの着信パケットをブロックすることと
　　で構成されるグループから選択される、
　　ＡＰ調整メッセージを前記第２のＡＰに伝達することと、前記ＡＰ調整メッセージが
前記ワイヤレスクライアントデバイスの識別および前記再関連付け技法を表示するフィー
ルドを含む、
　　前記再関連付け技法に従って前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第２のＡＰ
に再関連付けするために、前記第１のＡＰを前記第２のＡＰと調整することと
　を行わせる、第１のＡＰ。
【請求項２２】
　前記第１のＡＰによって送信されるビーコンフレームの前記送信電力を減少させること
の前記再関連付け技法が、前記第２のＡＰによって送信されるビーコンフレームの送信電
力の増加と連携して、前記第１のＡＰによって送信されるビーコンフレームの前記送信電
力の減少を調整することを備える、請求項２１に記載の第１のＡＰ。
【請求項２３】
　前記ＡＰ調整メッセージが、前記再関連付け技法の実行を同期するためのタイミング情
報をさらに含む、請求項２１に記載の第１のＡＰ。
【請求項２４】
　前記命令が、前記第１のＡＰの前記プロセッサによって実行されると、前記第１のＡＰ
にさらに、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスのために実行された以前の再関連付け技法の記録
を維持させ、ここにおいて、前記記録が前記ワイヤレスクライアントデバイスを識別し、
前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第１のＡＰから前記第２のＡＰに再関連付け
するために使用された以前の再関連付け技法を示す、請求項２１に記載の第１のＡＰ。
【請求項２５】
　前記記録が、前記以前の再関連付け技法の開始と、前記以前の再関連付け技法の完了と
の間の時間の量に関連付けられる待ち時間をさらに含む、請求項２４に記載の第１のＡＰ
。
【請求項２６】
　前記再関連付け技法を選択する前記命令が、前記第１のＡＰの前記プロセッサによって
実行されると、前記第１のＡＰに、
　以前の再関連付け技法の記録に少なくとも部分的に基づいて、前記再関連付け技法を選
択させる命令を備える、請求項２１に記載の第１のＡＰ。
【請求項２７】
　前記第１のＡＰを前記第２のＡＰと調整する前記命令は、前記プロセッサによって実行
されると、前記第１のＡＰに、前記第１のＡＰで前記ネットワークインターフェースを介
して送信される第１のビーコンフレームの送信電力を一時的に減少させる命令を備える、
請求項２１に記載の第１のＡＰ。
【請求項２８】
　前記ＡＰ調整メッセージが、前記第２のＡＰに、前記第２のＡＰによって送信される第
２のビーコンフレームの送信電力を増加させるためのインジケータを含む、請求項２７に
記載の第１のＡＰ。
【請求項２９】
　再関連付けすると決定する前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、前記第
１のＡＰに、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと前記第２のＡＰとの関連付けが、より大きいア



(5) JP 2016-538737 A5 2017.7.6

プリケーションスループットを前記ワイヤレスクライアントデバイスに提供すると決定さ
せる命令を備える、請求項２１に記載の第１のＡＰ。
【請求項３０】
　再関連付けすると決定する前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、前記第
１のＡＰに、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと前記第２のＡＰとの関連付けが、前記第１のＡ
Ｐと前記第２のＡＰとの間の負荷バランシングを改善すると決定させる命令を備える、請
求項２１に記載の第１のＡＰ。
【請求項３１】
　再関連付けすると決定する前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、前記第
１のＡＰに、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと前記第２のＡＰとの関連付けが、前記ワイヤレ
スクライアントデバイスと、前記第２のＡＰに関連付けられた他のワイヤレスクライアン
トデバイスとの間のピアツーピア通信を可能にすると決定させる命令を備える、請求項２
１に記載の第１のＡＰ。
【請求項３２】
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと前記第２のＡＰとの前記関連付けが、ピアツー
ピア通信を可能にすると決定する前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、前
記第１のＡＰに、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと、前記第２のＡＰに関連付けられた少なくとも
１つのワイヤレスクライアントデバイスとの間のネットワークトラフィックフローを検出
させる命令を備える、請求項３１に記載の第１のＡＰ。
【請求項３３】
　ワイヤレスネットワークの第１のアクセスポイント（ＡＰ）のプロセッサによって実行
されると、前記第１のＡＰに、
　ワイヤレスクライアントデバイスを前記第１のＡＰから前記ワイヤレスネットワークの
第２のＡＰに再関連付けすると決定することと、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第２のＡＰに再関連付けさせるために、複
数の再関連付け技法から実行するための１つの再関連付け技法を選択することと、ここに
おいて、前記再関連付け技法は、
　　前記第１のＡＰによって送信されるビーコンフレームの送信電力を減少させることと
、
　　前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第２のＡＰに再関連付けさせるために、
少なくとも前記第２のＡＰを識別する構成パラメータを前記ワイヤレスクライアントデバ
イスに送信することと、
　　前記ワイヤレスクライアントデバイスに新しいネットワーク発見および選択を実行す
るよう強制するために、関連付け解除命令を前記ワイヤレスクライアントデバイスに送信
することと、
　　前記ワイヤレスクライアントデバイスに前記新しいネットワーク発見および選択を実
行するよう強制するために、前記ワイヤレスクライアントデバイスからの少なくとも１つ
の着信パケットをブロックすることと
　で構成されるグループから選択される、
　ＡＰ調整メッセージを前記第２のＡＰに伝達することと、前記ＡＰ調整メッセージが前
記ワイヤレスクライアントデバイスの識別を含み、前記再関連付け技法を表示するフィー
ルドを含む、
　前記再関連付け技法に従って前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第２のＡＰに
再関連付けするために、前記第１のＡＰを前記第２のＡＰと調整することと
　を行わせる命令を記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３４】
　前記第１のＡＰによって送信されるビーコンフレームの前記送信電力を前記減少させる
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ことが、前記第２のＡＰによって送信されるビーコンフレームの送信電力の増加と連携し
て、前記第１のＡＰによって送信されるビーコンフレームの前記送信電力の減少を調整す
ることを備える、請求項３３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３５】
　前記ＡＰ調整メッセージが、前記再関連付け技法の実行を同期するためのタイミング情
報をさらに含む、請求項３３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３６】
　前記命令が、前記第１のＡＰの前記プロセッサによって実行されると、前記第１のＡＰ
に、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスのために実行された以前の再関連付け技法の記録
を維持させ、ここにおいて、前記記録が前記ワイヤレスクライアントデバイスを識別し、
前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第１のＡＰから前記第２のＡＰに再関連付け
するために使用された以前の再関連付け技法を示す、請求項３３に記載の非一時的コンピ
ュータ可読媒体。
【請求項３７】
　前記記録が、前記以前の再関連付け技法の開始と、前記以前の再関連付け技法の完了と
の間の時間の量に関連付けられる待ち時間をさらに含む、請求項３６に記載の非一時的コ
ンピュータ可読媒体。
【請求項３８】
　前記第１のＡＰに前記再関連付け技法を選択させる前記命令が、前記第１のＡＰの前記
プロセッサによって実行されると、前記第１のＡＰに、
　以前の再関連付け技法の記録に少なくとも部分的に基づいて、前記再関連付け技法を選
択させる命令を備える、請求項３３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３９】
　前記第１のＡＰに、前記第１のＡＰを前記第２のＡＰと調整させる前記命令が、前記第
１のＡＰの前記プロセッサによって実行されると、前記第１のＡＰに、前記第１のＡＰで
ネットワークインターフェースを介して送信される第１のビーコンフレームの送信電力を
一時的に減少させる命令を備える、請求項３３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４０】
　前記ＡＰ調整メッセージが、前記第２のＡＰに、前記第２のＡＰによって送信される第
２のビーコンフレームの送信電力を増加させるためのインジケータを含む、請求項３９に
記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４１】
　再関連付けすると前記第１のＡＰに決定させる前記命令が、前記第１のＡＰの前記プロ
セッサによって実行されると、前記第１のＡＰに、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと前記第２のＡＰとの関連付けが、より大きいア
プリケーションスループットを前記ワイヤレスクライアントデバイスに提供すると決定さ
せる命令を備える、請求項３３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４２】
　再関連付けすると前記第１のＡＰに決定させる前記命令が、前記第１のＡＰの前記プロ
セッサによって実行されると、前記第１のＡＰに、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと前記第２のＡＰとの関連付けが、前記第１のＡ
Ｐと前記第２のＡＰとの間の負荷バランシングを改善すると決定させる命令を備える、請
求項３３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４３】
　再関連付けすると前記第１のＡＰに決定させる前記命令が、前記第１のＡＰの前記プロ
セッサによって実行されると、前記第１のＡＰに、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスと前記第２のＡＰとの関連付けが、前記ワイヤレ
スクライアントデバイスと、前記第２のＡＰに関連付けられた他のワイヤレスクライアン
トデバイスとの間のピアツーピア通信を可能にすると決定させる命令を備える、請求項３
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３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４４】
　ワイヤレスネットワークの第１のアクセスポイント（ＡＰ）で、ワイヤレスクライアン
トデバイスを前記第１のＡＰから前記ワイヤレスネットワークの第２のＡＰに再関連付け
すると決定するための手段と、
　前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第２のＡＰに再関連付けさせるために、複
数の再関連付け技法から実行するための１つの再関連付け技法を選択するための手段と、
ここにおいて、前記再関連付け技法は、
　　前記第１のＡＰによって送信されるビーコンフレームの送信電力を減少させることと
、
　　前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第２のＡＰに再関連付けさせるために、
少なくとも前記第２のＡＰを識別する構成パラメータを前記ワイヤレスクライアントデバ
イスに送信することと、
　　前記ワイヤレスクライアントデバイスに新しいネットワーク発見および選択を実行す
るよう強制するために、関連付け解除命令を前記ワイヤレスクライアントデバイスに送信
することと、
　　前記ワイヤレスクライアントデバイスに前記新しいネットワーク発見および選択を実
行するよう強制するために、前記ワイヤレスクライアントデバイスからの少なくとも１つ
の着信パケットをブロックすることと
　で構成されるグループから選択される、
　ＡＰ調整メッセージを前記第２のＡＰに伝達するための手段と、前記ＡＰ調整メッセー
ジが前記ワイヤレスクライアントデバイスの識別および前記再関連付け技法を表示するフ
ィールドを含む、
　前記再関連付け技法に従って前記ワイヤレスクライアントデバイスを前記第２のＡＰに
再関連付けするために、前記第１のＡＰを前記第２のＡＰと調整するための手段と
を備える、装置。
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